
　
今
回
の
質
問
は
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
付
基
幹
病
院
に

つ
い
て
で
す
。
　
　
　
　
　

問
①
　
新
庁
舎
建
設
、
吉

田
95
号
等
の
問
題
は
、
ど
う

転
ぼ
う
と
生
死
に
関
わ
り
な

い
。
医
療
体
制
の
構
築
こ
そ

市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

の
基
本
で
あ
る
。
一
年
前
に

設
置
要
望
書
を
県
に
提
出
し

た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
。

答
①
　
県
知
事
選
挙
後
、
昨

年
10
月
31
日
関
係
５
市
町

村
長
意
見
交
換
会
、
21
年

１
月
14
日
担
当
部
課
長
会

議
、
２
月
19
日
担
当
部
課
長

会
議
、
５
月
14
日
県
と
県
央

４
医
師
会
に
よ
る
医
療
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
６
月
８
日
県
央
５

市
町
村
長
・
４
医
師
会
長
フ

ォ
ー
ラ
ム
報
告
会
、
７
月
27

日
実
務
者
検
討
会
議
、
８
月

25
日
知
事
・
副
知
事
・
５
市

町
村
長
・
４
医
師
会
長
・
７

救
急
告
知
病
院
長
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

ま
だ
本
当
に
入
口
の
入
口
の

段
階
で
あ
る
。

問
②
　
県
立
吉
田
病
院

は
、
実
際
の
稼
動
病
床
数
を

３
６
２
床
か
ら
３
０
３
床
さ

ら
に
２
４
７
床
に
な
っ
た
が
、

こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
②
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

付
基
幹
病
院
の
あ
り
方
の
検

討
を
進
め
る
中
で
、
県
立
吉

田
病
院
の
位
置
づ
け
も
含
め

て
検
討
さ
れ
て
い
く
。

問
③
　
泉
田
知
事
は
、
県
央

地
域
は
他
地
域
へ
の
搬
送
の

割
合
が
突
出
し
て
お
り
、
助

か
る
命
を
助
け
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
語
り
、
選
挙
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
明
文
化
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
流
れ
で
は
気
の
遠
く

な
る
話
で
あ
る
。
総
選
挙
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
政
治
手
法

を
変
え
、
設
置
開
院
の
時
期

か
ら
逆
算
で
計
画
す
べ
き
と

思
う
。
市
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

答
③
　
一
日
も
早
く
県
央
の

こ
の
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、
知
事
の
力
強
い
指
導
と

力
添
え
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た

い
。

県
央
地
域
づ
く
り
の
骨
格
は

　
　
　
　
　
医
療
体
制
の
構
築
だ

田
村
　
善
典
　
議
員

　９月定例会に提出された請願は
３件でした。市民厚生常任委員

会、産業建設常任委員会、文教
常任委員会にそれぞれ付託審査し、

最終日の本会議で採決されました。

●子どもたちが学費を心配せず安心して学べる
ようにするために、学費軽減制度の拡充など公費

（私学助成）の増額・拡充を求める意見書の採
択に関する請願　　　　　　　　　　　　　　 

（請願者）新潟市中央区弁天橋通 1 丁目 13 番 13 号
　　　　　　私学会館内
　　　　　　新潟県私学の公費助成をすすめる会
　　　　　　　　　　　　　 会長　宮下　弘治

●家族従業者の人権保障のため「所得税法 56
条の廃止を求める意見書」採択を求める請願書    

（請願者）燕民主商工会婦人部　部長　塩 田　千代子

●新庁舎建設用地利用に関する請願について      
（請願者）燕市自治会連合会　会　長　田 邉　一 郎

副会長　本 間　　 正
副会長　若 林　與 一

意見書の提出
　請願は採択され、意見書として内閣総理大
臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣、
衆参両議院議長、新潟県知事に提出しました。

非
核
平
和
記
念
式
典
の
一
般
市
民
参
加
と

　
　
　
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
を
求
め
る

長
井
　
由
喜
雄
　
議
員

問
①
　
被
爆
二
世
の
ア
オ

ギ
リ
が
吉
田
庁
舎
に
植
え
ら

れ
て
い
る
。「
原
爆
と
人
間

展
」
の
パ
ネ
ル
展
示
も
３
地

区
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
が
「
平

和
の
輪
」
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
。
中
学
生

の
他
、
一
般
市
民
の
広
島
派

遣
、
市
と
し
て
の
「
非
核
平

和
記
念
行
事
」
開
催
を
求

め
る
。
ま
た
、
１
３
４
カ
国

３
１
０
４
都
市
が
参
加
す
る

「
平
和
市
長
会
議
」
に
燕
市

も
参
加
し
、
世
界
の
国
々
の

非
核
平
和
の
思
い
を
燕
市
民

に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
。

答
①
　
こ
の
事
業
の
拡
大
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
少
し

時
間
を
か
け
て
総
体
的
な
健

闘
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。

　
市
民
と
共
に
非
核
平
和

に
取
り
組
ん
で
い
く
事
は
非

常
に
意
義
の
あ
る
事
と
考
え

る
。
ア
オ
ギ
リ
の
由
来
に
つ

い
て
広
く
知
ら
せ
る
事
も
大

切
だ
。

問
②
　
文
教
常
任
委
員
会
で

大
阪
枚
方
市
の
小
児
科
併
設

「
枚
方
病
児
保
育
室（
香
里
）」

と
自
治
体
直
営
の
「
枚
方
病

児
保
育
室
」
を
視
察
し
た
。

　
香
里
の
開
設
者
保
坂
医
師

は「
病
後
児
」で
は
な
く「
病

児
保
育
」
の
重
要
性
を
強
調

し
、
私
も
同
様
の
見
解
だ
。

燕
市
は
「
病
後
児
保
育
を

検
討
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、

方
針
を
転
換
し
、「
病
児
保
育
」

を
目
標
と
し
て
環
境
作
り
を

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
②
　
１
月
の
ニ
ー
ズ
調
査

で
は
未
就
園
児
保
護
者
の

44
・
２
㌫
、
小
学
生
保
護
者

の
26
・
８
㌫
が
「
病
児･

病

後
児
の
預
か
り
」
に
丸
を
付

け
た
。
病
気
の
子
ど
も
を

預
か
る
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
機

関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
段

階
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
ま
ず
回
復
期
の
病
後
児

の
預
か
り
に
つ
い
て
検
討
す

る
事
と
し
、
病
児
保
育
は
関

係
者
と
の
話
し
合
い
の
機
会

を
設
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
み
た
い
。

問
①
　
燕
市
自
治
会
連
合
会

か
ら
、
新
庁
舎
敷
地
内
で
の

公
共
施
設
集
約
を
要
望
す
る

請
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ど
う
捉
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。

答
①
　
自
治
会
連
合
会
の
請

願
は
、
同
一
敷
地
集
積
を
望

ん
で
い
る
が
、
新
庁
舎
建
設

の
た
め
に
取
得
し
た
土
地
で

あ
り
、
財
源
に
は
合
併
特
例

債
を
借
り
入
れ
必
要
な
面
積

を
算
定
し
て
い
る
の
で
、
他

用
途
に
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

問
②
　
現
在
、都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
あ

り
ま
す
が
、
国
道
１
１
６
号

線
バ
イ
パ
ス
の
法
線
が
遅
れ
て

い
る
影
響
は
あ
る
の
か
。

答
②
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
け
る
吉
田
バ
イ
パ

ス
の
位
置
付
け
は
、
新
潟
国

道
事
務
所
と
連
絡
調
整
の
中

で
、
直
径
５
０
０
㍍
の
ル
ー

ト
通
過
帯
や
、
交
差
点
の
位

置
な
ど
の
計
画
が
消
滅
、
後

退
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　
新
庁
舎
周
辺
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
利
便
性
が
高
く
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
新
た
な

都
市
の
核
と
し
て
公
共
公
益

施
設
、
お
よ
び
必
要
最
低
限

の
生
活
利
便
施
設
の
集
積
を

図
る
基
幹
公
共
施
設
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
付
け
る
計
画
。

　
大
規
模
小
売
店
舗
抑
制

等
、
新
庁
舎
周
辺
の
良
好
な

土
地
利
用
環
境
の
創
出
や
、

中
心
市
街
地
の
商
業
施
設

な
ど
に
配
慮
し
た
。
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け

る
新
庁
舎
周
辺
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
吉
田
バ
イ

パ
ス
決
定
時
期
に
影
響
は

な
い
。

問
③
　
庁
舎
建
設
予
定

地
内
に
１
万
８
０
０
０
平

方
㍍
の
耕
地
が
存
在
し
て

い
る
。
財
政
の
厳
し
い
現

状
は
認
識
し
て
い
る
が
、
10

年
20
年
先
を
見
据
え
た
中
で

地
権
者
の
理
解
、
協
力
が
得

ら
れ
る
な
ら
ば
取
得
の
検
討

を
。

答
③
　
将
来
的
な
活
用
を
見

込
ん
で
購
入
す
べ
き
と
の
趣

旨
は
十
分
理
解
で
き
る
が
、

施
設
整
備
計
画
が
な
い
現
状

で
用
地
の
み
を
先
行
取
得
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の

財
政
状
況
等
の
中
、
事
実
上

非
常
に
難
し
い
。

新
庁
舎
周
囲
と

　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

中
島
　
義
和
　
議
員

新潟市民病院

吉田庁舎の被爆アオギリ2世

請願の審査結果

不採択（賛成少数）

採　択（全会一致）

９月定例会に提出された
請願の審査結果は…

反対意見　青色申告という選択肢もあり、そ
の方法を選ぶべきと考え不採択。　
賛成意見　中小零細企業の後継者がいない
今の状況を考え支援の分野から採択。　

反対意見　新庁舎建設用地は、法律上その
目的以外に利用できないため不採択。　
賛成意見　自治会長、副会長連名であり、
その重み、また、公共施設の拠点づくり、さ
らには庁舎建設を機に市、議会、自治会が
一体となり将来を考えようとする訴えも含まれ
た請願であるため採択。

新庁舎建設地周辺の道路。
マスタープランの位置づけは…
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